
自動走行
実用化技術

３．一気通貫の開発（研究テーマの相関関係）
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センシング能力
向上技術

ITS先読み情報
の生成技術

ドライバーモデル
生成技術

自動走行システム

システム研究開発： SIP予算

自家用車

・国家共通基盤の構築
・交通課題の現場（都市）での研究開発と実証 ： SIP予算

車内事故防止

対 交通弱者
危険回避
制御

超小型モビリティ
車イス
歩行者

モーダル
シフト

インフラ連携
（PICSの高度化)地域の安全自主活動､改善提案

車対人
危険回避
制御

車対車
危険回避
制御

プローブ情報
・渋滞情報
・ヒヤリハット情報

プローブ情報
車椅子通れる道情報

プローブ情報
・渋滞情報
・運行情報

インフラ連携
（PTPSの高度化)V
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社会実装

非SIP予算

PDCA： 現場のデータや経験を要素開発にフィードバック

ヒヤリハット
情報、等

ダイナミックマップ

事故データ（ミクロ・マクロ）解析 交通事故シミュレーション

地図情報の
高度化技術
(ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾏｯﾌﾟ)

ｼｽﾃﾑｾｷｭﾘﾃｨ

交通制約者対策（アクセシビリティ） 災害対策 市民見守り 地域町おこし

⇒実用化

市民と地域のための交通インフラ・管制情報サービス

地域交通マネージメントの高度化と横展

①三位一体となった交通事故低減活動
②ＣＯ２低減市民活動
③災害対策

・統合的交通案内情報
・車イス等の事故防止機能強化

・アクセシビリティの改善と普及
・市民参加の活動

アクセシビリティの改善
統合的速達性

公共交通利用による事故死者低減
渋滞低減、CO２低減

2017年～
実証実験
開始

2019年～
事業運行
開始

次世代公共交通システム ART (Advanced Rapid Transit)



３．東京オリンピック・パラリンピック次世代公共交通システム(ART)

Cyber Agent

＜目的＞ ①東京および日本の次世代の発展に貢献
②ITS・自動走行技術とICTを活用し、以下を実現

(1)世界標準のアクセシビリティ（交通制約者対策） (2)統合的速達性

新幹線レベルのスムーズな加減速、乗客転倒防止
・自動走行制御

乗降時間短縮、乗客の転倒事故防止
・車椅子固縛装置
・非接触自動課金

交通流整流、渋滞・CO2低減

・C-ACC

事故低減、運転負荷軽減
・自動走行技術
・高度運転支援

乗降時間短縮、乗降安全性向上
・自動走行（正着）制御

待ち時間最小でシームレスな乗継ぎ
・統合的、有機的な運行システム

速達性、定時運行性の向上
・PTPS（公共交通優先システム）の高度化
・自動走行制御

15



16

４．ダイナミックマップの創生

静的情報（＜１month）

准静的情報（＜１ｈour）

准動的情報（＜１min)

動的情報(＜1sec)

路面情報、車線情報
3次元構造物など

交通規制情報、
道路工事情報、
広域気象情報

事故情報、渋滞情報、
狭域気象情報など

ITS先読み情報
（周辺車両、歩行者情報

信号情報など）

静的な情報のみでなく動的な情報（含むITS）も組み込んだデジタル地図

自動走行システム搭載車のみならず全ての車両へ様々なサービス提供が可能

紐付け

基盤
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４．ダイナミックマップによる産業構造の変革

変状情報動的情報動的情報動的情報

准動的情報 店舗情報 気象情報 設備・構造

准静的情報

３次元構造物など
歩道・屋内
道路形状 地形

ランドマーク ランドマーク 地形・ランドマーク

地形

ビル等 非常口等

基盤となる
地図データ

・・・

・・・

・・・

・・・

標識等

自動運転のための
構造化データ

活用拡大

道路形状

自動走行 パーソナル
ナビゲーション

防災・減災 社会インフラ
維持管理



官民で協力した推進体制

自動走行システム推進委員会 （1回/月）

■ 研究開発計画の策定と推進、フォロー
プログラムダイレクタ（PD） ： トヨタ 渡邉顧問

サブPD ： JST 有本副センター長,トヨタ 葛巻CSTO補佐

システム実用化WG
(2回/月)

■要素技術開発や出口戦略検討
（事故削減、渋滞低減、環境負荷低減）

次世代都市交通WG
(2回/月)

■2020ｵﾘ・ﾊﾟﾗを一里塚とし、その後の東京の発展
や高齢者や障がい者等のｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨの実現

①次世代公共道路交通ｼｽﾃﾑ（ART）、
②交通制約者、歩行支援ｼｽﾃﾑ（車いす等）、
③地域交通マネジメント

国際連携WG
(2回/月)

■国際連携推進
①国際会議、ｽﾛｰｶﾞﾝ検討
②国際的に開かれた開発

環境の整備と標準化
③海外動向ﾚﾎﾟｰﾄ

地図構造化TF (1回／月)

■アーキテクチャ（データの持ち方、作成及び更新
の仕組み）やビジネス領域を検討
（高精度地図の試作公募とは別）

交通制約者・歩行支援TF (2回／月)

■ｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨの課題抽出や解決の進め方

A

B C D

E
F

自動走行に関する民間意見交換会 (毎月第2・4木曜)
（ITS Japanが民間自動車ﾒｰｶｰ５社、学、関係府省（必要に応じ）を招集）

■ SIP推進委等の情報共有や官側への施策提案に向け、民間すり合せの場

G

専門家による技術ディスカッションの場

民間を主体とした自由なディスカッションの場

大所高所からの意見を集約する場

HMI サブWG

■今年度は、公募せずに、学・民
中心に利用シナリオ・シーンを整理

ART サブWG

■ART具体出口検討

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾏｯﾌﾟ検討サブWG

■地図の高度化の進め方（試作公募やTF等）
を民間協調を軸に、検討

H I J

府省・官民連携による議論の場
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個別テーマ毎に議論のたたき台づくり

民から官へ提案（ミラー組織）

東京都

日米欧
標準化機構

ＩＴＳ
世界会議

市民
メディア



今後の課題

◆ より大きな成果を獲得するために、

①一気通貫、現場主義
②バックキャスティング
③インテグラルアプローチ
④市民対話
⑤研究開発と国際連携・標準化の同時進行

◆ ＳＩＰ研究開発をスピーディに実用化・普及に繋げるために、

19

１．産業界が新たなチャレンジをしたくなる
構造破壊と創生を仕組む

２．日本がイニシアチブを取れる国際連携の仕組みにチャレンジ

３．内閣府の「統合的機能」強化のお手伝いをしたい



【終わりに】

ＳＩＰ-adusは、世界の為に、日本の元気の為に前進します。

ご清聴ありがとうございました。



【参考資料】SIP-adus（※）で何を変えようとしているのか？

１．交通事故を減らす。国家目標の達成。

２．あなたに笑顔をもたらす社会

◇アクセサビリティの改善

◇移動の自由と喜び

◇渋滞緩和

３．車のダイナミックスが進化

◇もっと ファン トゥ ドライブ になる

４．新産業の創生。国際競争力アップ。

人々に笑顔をもたらす交通社会を目指して

Mobility bringing everyone a smile

※adus:Innovation of Automated Driving for Universal Services



開催概要

■主催 内閣府 総合科学技術・イノベーション会議
戦略的イノベーション創造プログラム 自動走行システム推進委員会

■日時 平成26年11月17日（月）～18日（火）

■会場 国連大学国際会議場

■参加者 合計：合計：372名
（内訳）Breakout Workshop参加者：96名プレス：7名一般：212名招待：57名

＜セッションの講演原稿は以下のサイトでご覧いただくことができます＞ http://www.sip-adus.jp/

【参考資料】


